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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は，「異なる接着剤の混合比可変塗布による傾斜機能接着継手の実現とその機械的特性に関する研究」と題し，全
６章から構成されている． 
 
第１章「緒論」では，本研究の必要性に関する社会的な背景，並びにその目的について述べている．まず，接着接合は
自動車や航空機などにおいて，大きな荷重が加わる部位に適用されており，接合強度の向上が求められていることを述
べている．また，接着継手の強度向上のためには，接着層の端部に生じる応力集中を低減することが重要であることを
示すと共に，被着体の形状の工夫はコストの増大につながるため，接着層の物性を連続的に変化させる傾斜機能接着継
手が有望であることを示している．さらに，傾斜機能接着継手に関する最近の研究例を示し，その問題点を示すと共に，
本論文の目的が，２種類の異なる接着剤の混合比可変塗布により傾斜機能接着継手を実現し，その機械的特性を調べる
ことにあると述べている． 
 
第２章「接着層傾斜機能化へ向けた第二世代アクリル系接着剤の混合比に対する物性評価」では，混合比可変塗布に適
した接着剤を取り上げ，その物性に及ぼす混合比の影響を実験的に調べている．本研究では，混合比を変えても硬化不
良が生じにくい第二世代アクリル系接着剤(SGA)を用い，軟質および硬質の２種の SGA について材料試験を行っている．
具体的には，これらの SGA の混合比を変え接着剤硬化物を製作し，その引張試験および動的粘弾性試験を行っている．
この結果，ヤング率，引張強度，最大ひずみ，およびガラス転移温度が混合比に対して連続的に変化しており，接着剤
の物性が混合比により調整できることを示している．  
 
第３章「第二世代アクリル系接着剤を用いた接着層傾斜機能化手法の提案と傾斜機能化接着層の物性分布の評価」では，
２種類の接着剤を用いたハネムーン接着法による混合比可変塗布法を提案すると共に，その妥当性を実験的に検証して
いる．具体的には，軟質および硬質の２種の SGA を用い，それぞれのＡ剤およびＢ剤同士を混合比を変えつつ 2 枚の被
着体にそれぞれ塗布し，その後に被着体同士を重ね合わせて接着剤を硬化させる手法を用い，接着接合部の作製が可能
であることを実証している．本手法により塗布および硬化を行った接着層に対して，ナノインデンテーション法を用い
てそのマルテンス硬度を測定し，これを基にヤング率の算定を行ったところ，マルテンス硬度が継手長さ方向に連続的
に変化しており，ヤング率の分布に関しても予想値と実験値に大きな差の無いことを確認している．すなわち，本提案
手法により接着継手の物性値を連続的に調整できることを実証している． 
 
第４章「塗り分け接着継手の機械的特性と応力分布の評価」では，接着層の端部と中央部を異なる接着剤で塗り分けた
試験片を作製し，その引張試験を行っている．この時，デジタル画像相関法により接着層および被着体のひずみ分布を
測定し，さらにこの応力分布を計算している．この結果，接着層両端部の軟質接着剤層が長くなるほど応力集中が緩和
すること，並びに本試験片の破断強度は，全長 50mm の継手中央部に 20～30mm 程度の硬質接着剤を有するものが最も高
いことを確認している． 
  
第５章「傾斜機能接着継手の強度評価」では，接着層の応力集中の低減と継手の高強度化を目的とし，部分的に傾斜機
能接合部を有する塗り分け接着継手を製作し，その強度試験を行っている．具体的には，中央部に硬質接着剤層を配置
し，その両側に混合比可変塗布による傾斜機能接着層を挿入し，さらにその外側に軟質接着剤層を配置した試験片を作
製し，その引張強度を実験的に求めている．この結果，硬質接着層のみの継手と比較して約 15%の強度向上が得られてい
る． 
  
第６章「結論」では，本研究で得られた成果を総括し，今後の課題およびさらなる研究展望について述べている． 
  
以上を要するに，本論文は，接着継手を対象とし，その応力集中を緩和する手法を提案し，かつその有用性を実験的に
確認したものであり，工学上および工業上寄与するところが大きい．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として
十分な価値があるものと認められる． 
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